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２００４年１０月２８日

２００５年３月期

中間決算説明会
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本日のご説明内容

※本資料における予想、見通し、計画等は、現時点における事業環境に基づくもの
であり、今後の事業環境の変化により実際の業績が異なる可能性があります。

１. ２００５年３月期業績について

1) 中間決算について
1-1） 決算概要
1-2） P/Lの概要
1-3） B/Sの概要

2） 通期業績予想

3） 事業別セグメント情報

4） キャッシュフロー

5） 設備投資額、減価償却費、
研究開発費

6） 人員推移

２. 重点事業について

1) 3つの重点注力事業
1-1） 情報通信システム事業
1-2） 半導体事業
1-3） プリンタ事業

2） 中期経営目標
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中間期業績の概要

2,506 2,813 3,197

02/9期 03/9期 04/9期

売上高（連結）売上高（連結） （金額単位：億円）

△ 106

15
△ 39

営業営業利益利益（連結）（連結）

事業概況

△ 115 △ 29△ 105

＋384億円（13.6％）

76億円改善

54億円改善（黒字化）

＜経済環境＞

＜当社の概況＞ （対前年度比較）

金融機関でのシステム投資増加、
通信キャリアのIP関連投資の拡大、
カラーNIPプリンタ市場の拡大、
半導体市況の好調により、売上高
が大幅増加

売上増、事業構造改革等により、
営業利益黒字化および
当期純利益も改善

景気はほぼ堅調に推移：
企業の設備投資増、デジタル家電活
況など、ほぼ回復基調

当期純利益当期純利益（連結）（連結）
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中間期Ｐ/Ｌの概要

（1.3％良化）（74.7％）（76.0％）（売上原価率）

1109特 別 利 益

△235174特 別 損 失

100△47△147税 引 前 利 益

24△18△42法 人 税 等

76△29△105当 期 純 利 益

76△6△82経 常 利 益

22△21△43営 業 外 収 支

5415△39営 業 利 益

80795715販 管 費

2502,3872,137売 上 原 価

3843,1972,813売 上 高

差異（増減）04/9期03/9期 連結売上高

連結営業利益

比較連結Ｐ/Ｌ （金額単位：億円）

（億円）

9145そ の 他

4△54△58本社・消去

5534△21デ バ イ ス

193△16通 信

△331851情 報

差異04/9期03/9期

57309252そ の 他

166766600デバ イス

76521445通 信

851,6011,516情 報

差異04/9期03/9期
（億円）

04中間03中間

130
105

04年度
社内レート

133.3133.5ユーロ

109.9118.1USドル

実勢レート

平均為替レート

大幅増収および構造改革により、営業利益黒字化を達成
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中間期Ｂ/Ｓ概要（1）

1,073 1,113

1,319 1,285

334 339

1,689 1,482

1,336 1,216

339 411

1,1011,036

1,1971,364

277 301

1,3901,574

1,553
1,699

554279

0

2,000

4,000

6,000

03/3末 03/9末 04/3末 04/9末

現預金

売上債権

棚卸資産

その他流動資産

有形固定資産

投資その他の資産

売掛金、棚卸の圧縮等により総資産は
前年同期対比２４４億円減少

主要な資産回転率も大幅に良化

【貸借対照表－資産の部】

（金額単位：億円）

6,0966,229

（+72）

（△120）

（+5）

（△207）

（△34）

（+40）

6,090
5,846

1.00良化4.453.45棚卸資産回転率

0.91良化4.623.71売上債権回転率

0.16良化1.070.91総 資 産 回 転 率

差異04/9末03/9末

（ ）内は前年同期との増減
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中間期Ｂ/Ｓ概要（2）

947 1,079
446 468

1,995 1,337

334
288

1,262
1,398

1,106
1,276

1,1051,013

407445

1,6172,094
311

256
1,298

1,260

1,3581,161

0

2,000

4,000

6,000

03/3末 03/9末 04/3末 04/9末

買入債務

短期借入金

その他流動負債

社債・長期借入金

その他固定負債・
少数株主持分

株主資本

キャッシュ・フローの改善により、
有利子負債を前年同期比５２３億円
圧縮

【貸借対照表－負債・資本の部】

（金額単位：億円）

6,0966,229
（+170）

（+136）

（△658）

（△46）

（+22）

（+132）

（一年以内償還予定の社債は「社債・長期借入金」に、またコマーシャルペーパー発行残高は「短期借入金」に含む）

6,090 5,846

3.0良化18.515.5株主資本比率(%)

6.7良化46.853.5有利子負債比率(%)
差異04/9末03/9末

（ ）内は前年同期との増減
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2005年3月期 通期予想の前提条件

1.5億円3.5130円/E133.3円/E130円/E ユーロ

1億円4.0105円/$109.9円/$105円/$USドル

（注）1円変動に
よる損益影響

外貨建売上

（億通貨）
想定レート実勢レート想定レート

下半期見込み中間期実績

（注）外貨建仕入、為替予約等控除後【為替レートの前提および損益に与える影響】

【通期業績予想】

1002002906,8007/28 予想

1002102907,100今回予想

当期利益経常利益営業利益売上高

（億円）

【経済見通し】
・ 企業の設備投資拡大や個人消費の堅調は予測されるも、先行き不透明感払拭できず

・ 競争激化による価格低減圧力、原油価格高騰による景気への影響は懸念材料

【市場動向】

・ 情報 金融は新紙幣対応からＩＴ・ネットワーク投資へ。官公庁大型プロジェクト延期

・ 通信 通信キャリアはＢＢ－ＩＰネットワーク関連投資へ。価格競争激化

・ デバイス 半導体市場の成長率は鈍化。通信・デジタル家電向けＬＳＩは年内堅調
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営業利益の変動要因

＋150

営業利益
216億円

△150

△46

価格下落

売上増

調達コスト低減

固定費増

その他

プリンタ、ＬＳＩ等で
価格下落を想定

営業利益対前期比７４億円増益の要因

04/3期

人件費減（30）
減価償却費増（△14）
研究開発費増（△69）
その他固定費増（△27）

05/3期

営業利益
290億円＋200

△80

今後の事業展開に向けた、設備投資、研究開発費増強

売上増、調達コスト低減により、価格下落、円高、投資等による減益要因を吸収

業績連動による賞与の増加はあるが、人員減および代行返上に伴う退職給付費用減
により人件費は３０億円減少

為替レート影響（△20）
宮城県の地震影響（30）
棚卸減少他（△56）
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対前年度比較で増収増益を達成

通期予想 【セグメント別】

【通期予想】

売上高

04/3期
05/3期
今回予想7/28予想

3,603 3,550

1,046 1,300
1,322 1,550
571

700

3,600

1,050

1,500
650

290290
216

100
100

13
営業利益

当期純利益

6,542 6,800 7,100

通信

デバイス

情報

その他（億円）

（億円）
利益

【中間期実績】

売上高

03/9期
04/9期
実績7/28予想

1,516 1,601

445 521
600

766252
309

1,580

500

750

270

150

△ 39
△ 60

△ 29

2,813
3,100 3,197

（億円）

（億円）
利益

△105

キャリア向けIPネットワーク関
連システムの増加

〈対前年比較〉

前頁参照

EMS及び関連企業独自事業
売上の増加

注力商品の売上伸張、市況
回復。昨年度は地震影響。

プリンタは増加。新紙幣対応
需要の減少。全体は減少。
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通期予想 【情報】

1,248 1,400

865 880

1,490 1,270

1,380

950

1,270

売上高

営業利益

3,603 3,600 3,550

04/3期
05/3期
今回予想7/28予想

【通期予想】

情報ソリューション

金融ソリューション

プリンタ

新紙幣需要は上期でほぼ終了。売上減少は金融ITソリューションおよび

カラープリンタで一部カバーしたが、研究開発投資増により対前年比で減益

（億円）

（億円）

240
165210

595 652

306 310

615 639

630

305

645

51
1820

売上高

営業利益

1,516
1,601

【中間期実績】

（億円）

（億円）

1,580

03/9期
04/9期
実績7/28予想

〈対前年比較〉

ATM新紙幣需要は上期でほぼ終了で大
幅減少。一方事務集中、情報通信
融合システム及び金融窓口端末は増加

カラーNIPの売上拡大

金融ソリューションの売上減少及び
プリンタの新商品開発費用増による減益

価格競争激化による売価ダウンで売上

は微増。大型PJ計画遅延
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通期予想 【通信】

売上高

営業利益

（億円）

（億円）

【中間期実績】

781
1,000

265

300

750

300

34
7555

売上高

営業利益

1,046 1,050

1,300

04/3期
05/3期
今回予想7/28予想

（億円）

（億円）

エンタープライズネットワーク

キャリアネットワーク

【通期予想】

キャリアのネットワーク関連投資増を背景に増収増益

将来の成長に向けた研究開発投資を増加

330
403

115

118

380

120

△ 16

35

445
521500

03/9期
04/9期
実績7/28予想

〈対前年比較〉

IP-PBXを中心に、VoIP関連システムの
売上拡大

売上増加
新商品開発投資の増加

BB-IPネットワーク関連投資の積極化に
よる売上拡大
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通期予想 【デバイス】

売上高

営業利益

【中間期実績】

（億円）

（億円）

155 180
237 300

911
1,040

19
30

170
280

1,025

25

13011023

売上高

営業利益

1,322
1,500 1,550

04/3期
05/3期

システムLSI・ロジックLSI

DRAM

システムメモリ

光コンポーネント

今回予想7/28予想

【通期予想】

（億円）

（億円）

66 97
100

151

424

505

100

150

490

△ 21

3430

600

766750

03/9期
04/9期
実績7/28予想

〈対前年比較〉

北米の市況は底入れ

電子辞書向け等の大容量P2ROMの
売上拡大

ほぼ堅調に推移

パーソナル・モバイル市場需要拡大。下期、不透明感あるものの売上増

売上増及び光コンポーネント事業の構造改革により増益

通信、デジタル家電向けシステムLSI、
ドライバLSI等の売上伸張

光コンポーネント事業の赤字は、計画的な
事業構造改革により縮小
03年度は地震による機会損失（30億円）
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キャッシュ・フローの状況

（金額単位：億円）

中間期は運転資金の圧縮等により、フリー･キャッシュ・フローは

前回（7/28）予想に対し123億円良化。通期予想も50億円良化の予定

05/3通期
前回(7/28)予想

2,734
453
△134
△57
△100
△157

23
△65
△220
△285

18
180
157
△47
308
中間期
０５/３（今回）

2,664
531
△50
△100
△150
△250

200
△90
△360
△450

40
100
350
160
650

通期（予）通期

2,664
481
△100
△100
△150
△250

150
△90
△310
△400

10
0

360
180
550

2,914
581
295
△37
△399
△436

731
48
△240
△192

163
401
336

23
923

中間期

3,257
363

74
△ 16
△ 77
△ 93

167
△ 3
△ 101
△ 104

83
167
168
△ 147

271

０４/３

Ⅴ 有利子負債の期末残高
Ⅳ 現金同等物等の期末残高
キャッシュ・フロー計(Ⅰ+Ⅱ+Ⅲ)

Ⅲ 財務キャッシュ・フロー

フリー・キャッシュ・フロー(Ⅰ+Ⅱ)

Ⅱ 投資キャッシュ・フロー

Ⅰ 営業キャッシュ・フロー
税金等調整前当期純利益
減価償却費
運転資金の増減
その他

設備投資支払額

その他投資活動

社債償還
長短借入金等の増減
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設備投資・Ｒ＆Ｄ

77 73
115

13 9

20
152 154

175
11 32

50

0

200

400
情報 通信

ﾃﾞﾊﾞｲｽ 共通

設備投資額

270244300

0

250

500

減価償却費（有形固定資産）

56 65
100

22 22

45
54 48

56

20 26

29

0

100

200

300

情報 通信

ﾃﾞﾊﾞｲｽ 共通

研究開発費(億円）

(億円）

(億円）

253
152

（設備投資にはリースを含む）

268
161

230

プリンタの商品ラインアップ拡充

SS9100等の情報通信融合商品の
強化

システムLSIのソフト開発注力

110

20

175

45

350

04/3期03/3期
05/3期（予想）

7/28 今回

280

04/3期03/3期
05/3期（予想）

7/28 今回

75

35

63

27

200

360
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人員の状況

国内従業員数推移（非連結関係会社を含む）

事業環境変化への対応のために、人的資源の最適配置を推進
・重点注力分野については、即戦力としてキャリアを積極採用

⇒ 04年度は例年の約3倍、200人に増加
・新卒の採用は減少傾向に歯止め
・総人員は事業規模に見合う適正範囲に維持

04年度

200606070キャリア

200200190240新卒

18,300

△2,000

310

02
年度

16,800

△1,750

250

03
年度

16,600

△460

260     

上期

△700退職・転籍
等

16,500人員 計

400採用

年間

（単位：人）

6.1

12.2
11.5 11.2 11.1

7.3 7.0 6.8 6.8

2.7 2.4 2.4 2.4

4.5
3.8 3.7 3.7

3.6 3.7 3.6

5.45.45.3

3.9

その他

デバイス

通信

情報

０３/３末

沖電気

（単位：千人）

０４/３末 ０５/３末

（予想）
０４/９末

18.3
16.8 16.6 16.5

関連会社
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情報通信システム事業

半導体事業 プリンタ事業プリンタ事業

情報通信融合の情報通信融合のAP@PLATAP@PLAT ®を核に、を核に、
市場別ソリューション提供強化市場別ソリューション提供強化

パーソナル・モバイルパーソナル・モバイル市場に市場に

特色ある商品提供強化特色ある商品提供強化
LEDLED方式の優位性を活かし方式の優位性を活かし
カラーカラーNIPNIPの世界シェア拡大の世界シェア拡大

情報情報

デバイスデバイス

通信通信

2006年度に向け事業の再構築

現在

・世界一流商品創出強化
・市場アクセス力強化
・各種リソースの融合、集中加速
・サービス、Bizモデル開発強化

3つの重点注力事業
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情報通信システム事業

官公庁官公庁
自治体自治体

一般企業一般企業

AP@PLATAP@PLAT

映像配信映像配信NetworkNetwork
CTICTI

VoIPVoIP
セキュリティセキュリティ

メカトロメカトロ

沖の得意技術沖の得意技術

優位性のある商品群優位性のある商品群

CTCTsstagetage
SS9100SS9100

ATMATM

SSipipAsAs
アイリスアイリスMediaServerMediaServer

2006年度目標： 売上高4000億円、営業利益350億円

金融金融 通信キャリア通信キャリア2006年度
売上高目標

1,500億円 1,000億円 700億円 800億円

AP＠PLAT®

「お客様が望んでいる、あるいは今後「お客様が望んでいる、あるいは今後
望む望むでであろう商品を素直に提供する」あろう商品を素直に提供する」

情報通信融合商品による得意市場へ情報通信融合商品による得意市場へ
のアクセス強化のアクセス強化

得意市場へ
ソリューションの提供
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【情報通信】金融市場向けソリューション

事務集中システムの売上拡大
金融機関の再編・統合の進行に伴いバックヤードでの
事務集中システムの需要急増
⇒ 国内トップシェア（24％）を背景に売上拡大

金融ＩＴソリューションへの注力
顧客囲い込みのための販売系チャネル強化
⇒営業店、e金融、バックヤードのＩＴソリューション提供

金融以外の業種へのATM事業の拡大
多機能ATM・発券端末を流通、旅客交通等、
金融以外の業種に向けて拡販

海外市場向けATM事業の展開
中国市場向け多機能ATMを投入
05年度目標シェア30％（台数ベース）

【事業戦略】

•事務集中システム・・・為替システム、印鑑照合、本人確認等

•TxHub・・・銀行内の勘定系トランザクションを、端末とホスト／サーバ間で管理及び転送するためのアプリケーション用のHUB

新紙幣対応需要は04/上期で終了。05年度以降の新事業戦略展開に
向けた研究開発投資増強

ソリューションビジネスの拡大およびATM事業（ｼｪｱ40％）の更なる強化

音声統合BB-IPネットワーク

事務集中システム
ChannelNavigator
IPコンタクトセンタ

バックヤードシステム

営業店システム
コンサルステーション
ATM
自動契約機
現金処理機

営業店／ATM

SS9100

TxHub
ネット決済
セキュリティ

ｅ金融
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★ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ＆ｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ事業の拡大

★光アクセス(GE-PON)＆
CPE/HGW事業の強化

通信キャリアの投資動向
バックボーン・ネットワークへの積極的投資加速、Bフレッツ拡販に伴う地域ＩＰ網の拡充
光アクセスの投資拡大⇒ GE-PON導入の本格化

光ＩＰ電話サービス需要拡大に対応したCPEの本格拡販、CPEの高機能・HGW化

ソフトバンク/日本テレコムグループの固定電話サービスへの参入→ 新サービスの提供

ＩＰネットワークの拡充に伴う、IPテレビ電話、映像配信、Ｗｅｂ連携ＳＩＰベースの
アプリケーション等の各種AP＠PLATの需要拡大

= 沖提供ソリューション

【情報通信】通信キャリア向けソリューション

◆沖GE-PONの優位性
豊富な拡張機能
高性能なQoS機能

◆沖GE-PONの優位性
豊富な拡張機能
高性能なQoS機能

19
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【情報通信】官公庁・自治体向けソリューション

行政職員ポータル行政職員ポータル行政ポータル行政ポータル
中央省庁

地方公共団体

霞ヶ関ＷＡＮ

総合行政
ネットワーク

セキュアセキュア
ネットワークネットワーク

基幹業務ｼｽﾃﾑ基幹業務ｼｽﾃﾑ

電子申請・届け出

学校教育

防災ｼｽﾃﾑ等

ﾌﾛﾝﾄｵﾌｨｽｻｰﾋﾞｽﾌﾛﾝﾄｵﾌｨｽｻｰﾋﾞｽ

映像流通ｼｽﾃﾑ

行政CRMｼｽﾃﾑ

NW･ｾｷｭﾘﾃｨ監視

人事給与

ﾊﾞｯｸｵﾌｨｽｻｰﾋﾞｽﾊﾞｯｸｵﾌｨｽｻｰﾋﾞｽ

ﾎﾟｰﾀﾙ基礎ｼｽﾃﾑﾎﾟｰﾀﾙ基礎ｼｽﾃﾑ

基幹業務ｼｽﾃﾑ基幹業務ｼｽﾃﾑ

行政文書管理

情報ｸﾘｱﾘﾝｸﾞ等

公文書交換ｼｽﾃﾑ

行政ﾍﾙﾌﾟﾃﾞｨｽｸ

NW･ｾｷｭﾘﾃｨ監視

ﾎﾟｰﾀﾙ基礎ｼｽﾃﾑﾎﾟｰﾀﾙ基礎ｼｽﾃﾑ

公
衆
網

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

フロントオフィスフロントオフィス バックオフィスバックオフィス

利用者

（住民・企業）

PC、情報家電
電話、FAX

携帯、PDA
ICカード

利用者

（行政職員）

携帯、PDA
ICカード

ｅ行政ソリューション

e-JapanⅡ戦略に基づく大型プロジェクトに注力
セキュリティをｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ・ﾈｯﾄﾜｰｸの核としてｅ行政ソリューションを展開
ＡＰ＠ＰＬＡＴを軸に行政ポータル/基幹業務/行政職員ポータルに注力
ＥＴＣ、ＶＩＣＳなど道路交通の高度化を推進するＩＴＳ関連システムに注力

行政ポータルシステム・・・住民や企業の方々にワンストップ行政サービスを提供
基幹業務システム／行政職員ポータルシステム・・・各行政機関の業務の効率化を推進
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Microsoft .NET上で大規模IP-PBX機能と
基幹業務アプリケーションを融合させるSS9100を核に
ビジネスプロセス改革実現を目指す

基幹業務アプリケーションシステム

Application integration
キャリア
ネットワーク

IP電話網
PSTN
携帯電話網

企業
ネットワーク

IPネットワーク
IP CONVERGENCE® Server

SS9100

ソフト
フォン

IP電話

無線IP電話
端末マイオフィス環境

PDA Hot Spot

インターネット

既存端末

顧客情報
管理（ＣＲＭ）

経営資源
利用（ＥＲＰ）知識管理

（ＫＭ）
テレビ会議

工程管理
（ＳＣＭ）

【情報通信】一般企業向けソリューション

空港チェックインシステム

IPコンタクトセンタ CTstage®

日本のCTI業界をリード
国内コンタクトセンタ市場での
シェア38％

累計販売数: 4,000セット
富士ゼロックス、東芝、
NTTデータ 他

120社以上のパートナー
マイクロソフト、IBM、
インテル、NEC 他

企業向け情報通信システム市場も情報と通信とが融合し急拡大

予約発券システムやＫＩＯＳＫなどのチャネルシステムのＮＷ融合も進展

ＶｏＩＰ、コールセンタ、発券端末等のトップシェアの実績をベースに売上高の拡大を目指す

予約発券端末シェア
：No.1（60％）

鉄道市場の自動
予約発券端末シェア
：40％

メカトロ、セキュリティに強み

企業情報通信ソリューション 旅客交通ソリューション
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携帯電話・携帯電話・PHSPHS

プリンタプリンタ

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｵｰﾃﾞｨｵﾃﾞｼﾞﾀﾙｵｰﾃﾞｨｵ

FAX,DCPFAX,DCP

DSC,DVCDSC,DVC

時計・辞書時計・辞書

カーナビカーナビ

FPDFPD（（TVTV））

ゲームゲーム

PDA,NotePCPDA,NotePC

半導体事業

ファブフリー
戦略
ファブフリー
戦略

社内システム技術

得意技術を活かした成長戦略、市況の影響を受けにくい

半導体事業構造、収益構造（BEP1100戦略）の構築

半導体技術とシステム技術の融合、積極的なグローバル・アライアンス

低消費電力を特長とした高付加価値商品をパーソナル・モバイル市場に提供

新事業モデルの構築（ファブフリー）

自社ファブに捉われない商品企画 ⇒ 商品創出スピード・生産フレキシビリティ強化

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ｱﾗｲｱﾝｽ
◆ 通信技術
◆ 情報処理技術
◆ 無線技術

開発：ARM,Cadence
生産：UMC,GSMC
販売：SAC

特徴ある技術特徴ある技術
◆μPLAT
◆ 低消費電力技術
◆ メモリ技術（EPROM、Fe-RAM、画像メモリ、DRAM）

◆ 音声・音響技術
◆ SOI/SOS

◆ 高耐圧技術
◆ 高密度実装（WCSP)

2006年度目標： 売上高1700億円、営業利益170億円

パーソナル・モバイル市場パーソナル・モバイル市場
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【半導体】商品戦略

低消費電力・高耐圧・SOI/SOSなど優位性ある技術を活用した商品群の事業拡大

社内のシステム技術（情報・通信）と融合した商品事業の拡大（ZigBee、VoIP、ｱﾅﾛｸﾞ混載）

お客様やパートナーとタイアップした商品企画・商品開発の強化

110
180

260

170

250

300

106

90

140

80

90

140

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

03 04 05 06

【PHSベースバンド】 ４０％

【音源LSI】 ２５％ （４０％：GSM市場）

【P2ROM】 ３５％（ROM市場）

【大型TFTドライバﾞ】 ５％ （４０％：大型液晶TV用）

◆ 注力商品群のトレンド

世界初の1Chip ZigBee-LSIやｼﾘｺﾝｵｰﾃﾞｨｵ用LSI、
有機ELドライバ等 市場拡大が期待できる商品群
により、さらなる成長を見込んでいる。

補足：その他主力商品のシェア（ワールドワイド：０３年度沖推定）

●音声合成ＬＳＩ ：２５％
●シリコンオーディオＬＳＩ ：３０％

●コードレス電話ＬＳＩ ：４０％
●デジタルカメラ画像ドライバ ：３０％

●TV向けメモリ（FIFO）：８０％
●ADSLモデムＬＳＩ ：２４％

注力商品群でのシェア（０４年度見通し）（億円）

（予想） （目標）

シェアはワールド・ワイド
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☆中国・東欧・南米市場への積極展開

☆リプレース需要開拓

カラーNIP：
Dellの参入で市場は一層活性化
LEDの強み（小型・高速・高品質）を活かし世界市場シェア20％以上へ

SIDM：
更なるシェアアップとコストダウンにより収益の最大化を追求

北米トップシェア維持（５０％以上）
中国市場攻略

世界シェア：２０％以上

プリンタ事業

☆SOHO、一般企業向けビジネス領域

☆LED タンデム・シングルパス技術

お客様の満足度向上を最優先に、世界最高の価格パフォーマンス商品を提供

カラーNIP SIDM

☆低コスト、高品質

2006年度目標： 売上高1800億円、営業利益150億円
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特定業務

一般企業・ＳＯＨＯ

グラフィックスデザイン

インハウス印刷

¥10K ¥100K ¥1M ¥10M

商用印刷

パーソナルユース

用途

【プリンタ】事業領域

沖はＳＯＨＯ・一般企業向けのビジネスユースを中心に事業展開
プリンタ市場動向（本体出荷高）

【沖の事業領域】

NIP：Non-Impact Printer  MFP：Multi Function Printer LED： Light-Emitting Diode  SIDM： Serial Impact Dot Matrix Printer

カラーＮＩＰ/ＭＦＰは年率 １８％の成長

ＳＩＤＭは特定業務を中心に安定、

中国市場は拡大

0

1 0

2 0

3 0

4 0

5 0

2 0 0 3 2 0 0 4 2 0 0 5 2 0 0 6 2 0 0 7

カラーNIP/MFP  CAGR 18%

モノNIP/MFP  CAGR 0%

インクジェット CAGR 1%
SIDM  CAGR △8%

(by JEITA)(Billion$)

カラーNIP

大型レーザ他

ワーク
グループ
MFP

モノNIP

インクジェット

SIDM ラインプリンタサーマル

ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ー
ス

沖の事業領域

本体価格⇒
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順位シェア

No.55.7%25.3%Others

No.63.7%1.5%Netherlands

No.216.0%1.5%Sweden

No.38.9%1.8%Switzerland

No.140.8%2.9%Spain

No.214.9%3.8%Italy

No.56.2%4.4%France

No.66.5%7.5%UK

No.410.5%7.9%Germany

No.54.0%13.7%Japan

No.49.6%29.8%US

No.58.6%100%Worldwide

沖のシェア市場
割合

欧米におけるシェアは２００３年度から順調に伸長

主要各国で軒並み上位シェアグループに

＜国別シェア（日欧米主要国 ）＞＜欧米累計出荷台数推移＞（02/1以降） IDC
2004/1-6

【プリンタ】カラーＮＩＰシェア

折れ線はＯＫＩ累計シェア（単位：千台）
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中期経営目標 （新セグメント）

2.6倍

1.2％

13億円

216億円

6,542億円

2004/3実績

2.2倍

8.3％

100億円

290億円

7,100億円

2005/3予想

3.3倍

-

△66億円

14億円

5,855億円

2003/3実績

1.5倍以下Ｄ / Ｅ レ シ オ

15％以上Ｒ Ｏ Ｅ

200億円以上当 期 純 利 益

400億円以上営 業 利 益

7,600億円売 上 高

2007/3目標

4,022 3,386 3,081 3,401 3,450

1,702
1,049 1,160 1,303 1,520

1,700

1,100
1,120 1,080

1,248 1,400
1,800578

489 534
590 730

100

4,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

01/3 02/3 03/3 04/3 05/3 07/3

△ 4.5

3.8

0.2 3.3
5.34.1

売上高・営業利益率

(予想)

（%）（億円）

5,855
6,542

7,100
6,044

7,402 7,600

情報通信

半導体

プリンタ

その他

(目標)
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用語集

※本資料における予想、見通し、計画等は、現時点における事業環境に基づくもの
であり、今後の事業環境の変化により実際の業績が異なる可能性があります。

P3 NIP Non-Impact Printer
P7 IT Information Technology

BB Broadband 
IP Internet Protocol
LSI Large Scale Integration 

P9 EMS Electric Manufacturing Service
P10 ATM Automated Teller Machine

PJ Project
P11 PBX Private Branch eXchange

VoIP Voice over Internet Protocol
P12 P2ROM Production Programmed Read Only

Memory 
DRAM Dynamic Random Access Memory

P14 R&D Research and Development
P16 LED Light-Emitting Diode

Biz Business
P17 CTI Computer and Telephony Integration
P19 GE-PON Giga-bit Ethernet Passive Optical 

Network
CPE Customer Premises Equipment
HGW Home Gate Way
SIP Session Initiation Protocol 
SW/CA Soft Switch / Call Argent
STB Set Top Box
MGW Media Gate Way
OLT Optical Line Terminal
AGW Access Gate Way
QoS Quality of Service

P20 ETC Electronic Toll Collection
VICS Vehicle Information Communication System
ITS Intelligent Transport System
PDA Personal Digital Assistance
CRM         Customer Relationship Management

P21 PSTN             Public Switched Telephone Network
KM              Knowledge Management
ERP         Enterprise Resource Planning 
SCM      Supply  Chain Management

P22 BEP Break Even Point
PHS Personal Handy-phone System
DSC Digital Still Camera
DVC Digital Video Camera
DCP Digital Cordless Phone
FPD Flat Panel Display
SOI Silicon on Insulator
SOS Silicon on Sapphire
WCSP Wafer level Chip Size Package
EPROM Erasable Programmable Read Only Memory
Fe-RAM Ferroelectric Random Access Memory

P23 GSM Global System for Mobile Communications
TFT Thin Film Transistor
EL Electro-Luminescence
FIFO First-In First-Out
ADSL Asymmetric Digital Subscriber Line

P24 SIDM Serial Impact Dot Matrix
SOHO Small office / Home office
MFP Multi Function Printer 
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